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『裾野市史』第8巻 通史編1 (平成12年 (2000年 ))

第 1章 鎌倉幕府と大森・葛山氏  (松崎真吾)

第一節 源頼朝の挙兵と富士の巻狩

第二節 足柄峠を往来する人々

第二節 鎌倉時代の大森氏と葛山氏

第 2章 内乱の時代と大森 。葛山氏  (東島 誠)

第一節 竹之下 。佐野山合戦と南北朝内乱

『小山町史』第 6巻 通史編 (平成 8年 (1996年 ))

第 12章 葛山氏と大森氏

第 1節 系図からみた大森氏 。葛山氏と竹之下孫六  (博林一美)

第 2節 鎌倉時代の葛山氏 。大森氏  (蔵持重祐/縛林一美)

第 3節 鎌倉末・南北朝時代の動向  (伊東和彦/池上裕子)

第 4節 大森氏の西相模進出    (伊 東和彦/池上裕子 )

第 5節 小田原城主大森氏と奉公衆葛山氏  (伊東和彦/池上裕子)

第 6節 乗光寺・勝福寺・正福寺と大森氏  (博林一美)

『山北町史』通史編 (平成 18年 (2006年))

第二章河村城の攻防 (関 恒久)

第一節 鎌倉幕府の滅亡と南北朝の動乱

第二節 河村城の合戦

第二節 鎌倉府と上杉氏の相模支配

第二章 小田原北条氏の時代 (下山治久)

『南足柄市史』第 6巻 通史編 1(平成 H年 (1999年〉)

第二章南北朝・室町時代の南足柄  (岩崎宗純)

第一節 南北朝の内乱と南足柄

第二節 大森氏の南足柄支配

第二節 最乗寺の創建と了庵派の伸展

第四節 千津島の鋳物師たち

第四節 東国動乱下の南足柄

こみる東 と西

ご節 大森氏と鎌倉

四節 葛山氏と室町幕府
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／ 『小田原市史』通史編 原始古代中世 (平成 10年 (1998年〉)

第 4章 大森氏の時代  (佐藤博信)

第一節 南北朝内乱下の小田原

1 西相模の情勢

2 小田原周辺の荘園領主

3 箱根山山系の関所

第二節 大森氏の小田原支配

1 大森氏と上杉禅秀の乱

2 享徳の大乱下の西相模

3 大森氏頼の登場

第二節 大森氏の小田原退去

1 大森氏頼死去後の情勢

2 大森氏の流転

3『北条家所領役帳』の大翡

○個人の論考

1975年 禅秀の乱後の相模

1975年 御殿場地方の中世城址

『小田原地方史研究』(7)

J邊直ェ雄     _ 『御殿場市史研究』(1)

1976年 大沢御厨に関する研究とその問題点 福田以久生

1979年  『大森氏と足柄』 足柄史談会

大森氏の崇仏政策とその仏教文化  中野敬次郎

『御殿場市史研究』(2)

大森氏の歴史とその展望

在地性武士の陣取

古城史蹟探訪記

鵜頸城と春日山城は別個の城か   保田宗良

岩原古城案内           保田宗良

鷹巣山城と勝福寺縁起考      大森頼忠

大森頼忠  (尚 ひさし)

保田宗良

加藤誠夫

保田宗良

加藤誠夫

保田宗良

保田宗良

大森寄栖庵之墓

小田原大森の家臣加藤家

塚原長泉院古文書

大森氏系図

1987年  『岩原古城と住民』保田宗良

1992年 南北朝期の大森・葛山氏     伊東和彦

1993年 葛山氏の出自と伊勢神宮     博林一美

1994年 乗光寺の開倉1          博林一美

『小山町の歴史』(6)

『小山町の歴史』(7)

『小山町の歴史』(8)
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1996年  中世禅宗寺院における地方展開と法嗣意識

一定輪寺の検討を中心として― 伊東誠司

2000年  大森氏の出自と初期居館地について 小林秀年

『ボ山嗜1』 第 1巻 原始古代中世資料編

No.557 関東公方足利氏満御教書

|

No.647 上杉憲房書状写

(平成 2年 (1

『小田原市史』年表 (抜粋)

○地図

○参考資料 (小見出し抜粋)

①『南足柄市史』第6巻通史編1

第二章南北朝・室町時代の南足柄

第一節 南北朝の内乱と南足柄

第二節 大森氏の南足柄支配

(岩崎宗純 )

大森氏の出自

大森氏と箱根山の関所
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『裾野市史研究』(8)

『裾野市史研究』(12)

上杉禅秀の

響霧孵 私×ぷ競永享の

大森氏と箱根権現

第二節 最乗寺の創建と了庵派の伸展

第五節 千津島の鋳物師たち

第六節 東国動乱下の南足柄

関東公方足柄成氏と南足柄

の

二つの大森氏

贅気ヽい 肛 絆 饒
人気・ 牝 ■.



②『小田原市史』通史編 第4章 大森氏の日寺代 (佐藤博信)
第一節 南北朝内乱下の小田原
1 西相模の情勢
2 小田原周辺の荘園領主
3 箱根山山系の関所

小田原関所の設置

関預人大森氏の登場

鎌倉府の寺社領保護

第二節 大森氏の小田原支配
1 大森氏と上杉禅秀の乱
上杉禅秀の乱の勃発

鎌倉府奉公衆の大森氏の成立

大森氏の永享の乱での活躍

大森氏と結城合戦

2 享徳の乱後の西相模

有徳人層の活躍

大森氏と享徳大乱との関係

堀越公方足利政知登場の影響

3 大森氏頼の登場

大森氏の統一

小田原城主大森氏の成立

小田原の都市的発展

大森氏と両上杉氏との抗争

大森氏頼の死去

第二節 大森氏の小田原退去

1 大森氏頼死去後の情勢

大森式部少 (大)夫の動向

宗瑞による小田原城奪取の話

宗瑞による小田原城奪取の時期

2 大森氏の流転

大森式部大輔のその後

岡崎城合戦との関係

3 『北条家所領役帳』の大森氏と箱根権現別当海実

『役帳』の大森氏

大森氏と箱根権現との関係

箱根権現別当海実の在所



③『小山町史』6通史編

第 4節 大森氏の西相模進出 (伊東和彦/池上裕子 )

大森・葛山関務

府中関所の請負

大森はどこか

大森氏、西相模に進出する

二岡神社と大森氏

大森氏と持氏

第 6節 小田原城主大森氏と奉公衆葛山氏  (伊東和彦/池上裕子)
佐野郷の没収

佐野郷と葛山氏

駿河国人の分裂と葛山氏

永享の乱を戦う

奉公衆葛山氏

上洛を拒否

葛山六郎左衛門尉定藤

享徳の乱と大森式部大夫

大森氏頼 。実頼

小田原城と岩原城

寄栖庵氏頼の奮戦

藤頼と顕隆

禅僧安雙宗拐

氏頼の孫三浦義同

堀之内殿

竹下氏と藤曲氏

第 6節 乗光寺 。勝福寺・正福寺と大森氏  (樽林一美)


